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16
国
民
春
闘
に
む
け
て 

網
走
地
方
本
部
で
は
１
月

23

日
か
ら

24

日
に
か
け

て
、
大
空
町
・
ホ
テ
ル
湖
南
荘
で
「

’16

春
闘
討
論
集
会

兼
第
１
回
単
組
総
支
部
代
表
者
会
議
」
を
開
催
し
、
管
内

各
地
か
ら

17

単
組
総
支
部
１
単
協

71

名
の
参
加
に
よ

り
２
日
間
に
わ
た
る
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

集
会
の
冒
頭
、
武
山
委
員
長
か
ら
「
確
定
闘
争
が
越
年

と
な
っ
て
い
る
。
２
月

10

日
の
ヤ
マ
場
に
向
け
、
①
年

度
内
差
額
支
給
さ
せ
る
こ
と
②
給
与
表
の
改
正
で
は
解

消
で
き
な
い
官
民
較
差
に
対
す
る
解
消
す
る
こ
と
③
人

事
院
勧
告
を
受
け
た
給
与
条

例
の
改
正
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
、
例
年
ど
お
り

11

月
臨

時
会
で
改
正
、
年
内
支
給
す

る
こ
と
、
に
つ
い
て
労
使
協

議
を
行
い
、
当
局
と
確
認
を

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
上
で
、
こ
れ
か
ら
ス
タ

ー
ト
す
る
春
闘
へ
と
つ
な
げ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
」
と
挨

拶
。
そ
の
後
、
道
本
部
・
地
方

本
部
か
ら
、

15

秋
期
闘
争

（
賃
金
確
定
闘
争
・
現
業
公

企
統
一
闘
争
）
の
中
間
総
括
や

’16

春
闘
方
針
の
提
案
が

行
わ
れ
、
参
加
者
か
ら
は
２
日
間
で
９
本
の
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。 

 

【
質
疑
・
討
論
】 

◇
地
本
青
年
部
に
お
け
る
組
織
強
化
・
拡
大
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
（
北
見
市
労
連
・
金
子
青
年
部
長
）
青
年

層
で
は
、
組
合
離
れ
が
生
じ
て
い
る
。
各
単
組
基

本
組
織
と
も
連
携
し
、
組
合
の
基
礎
的
な
こ
と

や
春
闘
な
ど
の
各
種
取
り
組
に
つ
い
て
学
習
す
る
機
会
を

設
け
、
長
期
的
な
視
点
で
組
織
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
く
必

要
が
あ
る
。 

◇
単
組
に
お
け
る
青
婦
部
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
（
津
別
町

職
・
大
竹
青
年
婦
人
部
書
記
次
長
）
昨
年
の
春
闘

や
秋
闘
で
は
組
合
員
の
声
を
持
ち
寄
り
議
論
し
、

独
自
要
求
書
の
提
出
・
交
渉
を
し
て
き
た
。
今
後

も
こ
ま
で
の
経
験
を
踏
ま
え
、
更
な
る
団
結
の
も
と
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。 

◇
標
準
報
酬
月
額
制
・
人
事
評
価
制
度
に
つ
い
て
（
美
幌
町

職
労
・
松
尾
委
員
長
・
市
町
村
共
済
議
員
）
社
会

保
険
料
の
算
定
が
標
準
報
酬
月
額
制
と
な
り
、
時

間
外
手
当
な
ど
も
反
映
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
が
含
ま

れ
て
算
定
さ
れ
る
こ
と
で
著
し
く
不
当
と
な
る
と
き
は
、
実

態
に
即
し
た
標
準
報
酬
月
額
を
算
定
す
る
制
度
（
保
険
者
算

定
）
が
活
用
で
き
る
の
で
、
是
非
参
考
に
し
て
欲
し
い
。
人

事
評
価
制
度
は

14

年
４
月
よ
り
施
行
さ
れ
、

16

年
４
月

よ
り
完
全
実
施
と
の
当
局
の
方
針
で
あ
っ
た
が
、
処
遇
へ
の

反
映
は
延
期
と
な
っ
た
。
当
町
で
は
グ
ル
ー
プ
制
を
導
入
し

て
お
り
、
個
人
目
標
の
管
理
に
よ
る
人
事
評
価
制
度
は
な
じ

ま
な
い
。 

◇
確
定
闘
争
の
取
り
組
み
と
春
闘
方
針
に
つ
い
て
（
津
別
町

職
・
迫
田
書
記
長
）
’15

春
闘
か
ら
の
重
点
課
題

で
あ
る
社
会
人
経
験
者
の
賃
金
水
準
や
臨
時
非

常
勤
の
給
与
改
善
に
取
り
組
み
、
改
善
の
意
向

が
示
さ
れ
た
。
人
勧
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
閣
議
決
定
後
と

な
っ
て
い
る
が
、
法
改
正
後
と
な
る
。
当
局
の
姿
勢
を
追
求

し
、
早
期
支
給
に
取
り
組
む
。 

◇
合
理
化
提
案
に
つ
い
て
（
網
走
市
労
連
・
結
城
執
行
委
員

長
）
12

月
22

日
に
、
①
土
木
技
術
職
の
統
合
、

②
旅
費
宿
泊
料
の
見
直
し
、
③
人
事
評
価
制
度
の

導
入
、
④
勤
勉
手
当
の
見
直
し
、
⑤
４
級
へ
の
昇

格
ル
ー
ル
の
見
直
し
、
⑥
持
ち
家
手
当
の
廃
止
、
の
６
点
の

合
理
化
提
案
が
さ
れ
た
。
今
後
、
交
渉
を
実
施
す
る
。 

◇
単
組
の
現
状
に
つ
い
て
（
置
戸
町
職
労
・
湊
副
執
行
委
員

長
）
１
０
３
．
６
と
な
っ
て
い
る
ラ
ス
パ
イ
レ

ス
指
数
を
「
た
だ
下
げ
た
い
」
だ
け
の
「
３
級

以
上
一
律
３
％
カ
ッ
ト
」
と
い
う
内
容
の
賃
金

合
理
化
提
案
が
出
さ
れ
た
。
今
後
、
執
行
部
で
対
応
を
協
議

地
本
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ 
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16
国
民
春
闘
が 

ス
タ
ー
ト
！ 

 
 2016 春闘 日程と戦術  

①組合旗掲揚  ２月 22 日（月）～３月末 

②統一要求書の一斉提出 ２月 26 日（金） 

③回答指定日  ３月 ７日（月） 

④重点交渉期間 ３月 ８日（火）～17 日（木） 

⑤腕章着用   ３月 14 日（月）～18 日（金） 

⑥２９分時間内くい込み集会 ３月 18 日（金） 

⑦超勤拒否   ３月 18 日（金） 

⑧出張拒否   ３月 18 日（金） 

≪春闘期 全単組オルグ≫ 

２月 15 日（月）～16 日（火） 
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し
た
た
か
い
を
進
め
て
い
く
。 

◇
賃
金
確
定
闘
争
に
つ
い
て
（
北
見
市
労
連
・
高
井
書
記
長
）

「
給
与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
」
が
未
導
入
の

た
め
、
給
与
表
の
改
定
に
つ
い
て
は
提
案
を
し

な
い
と
の
確
認
の
中
、
一
時
金
に
つ
い
て
の
み

交
渉
を
実
施
。
当
局
は
国
の
動
向
が
見
え
れ
ば
実
施
す
る
と

し
、
１
月
４
日
の
閣
議
決
定
を
受
け
、
増
額
支
給
と
の
回
答

が
示
さ
れ
た
。
今
後
、
全
体
化
を
は
か
り
交
渉
を
進
め
て
い

く
。 

◇
秋
期
闘
争
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
（
訓
子
府
町
職
・
宍
戸

書
記
次
長
）
人
勧
を
受
け
た
給
与
表
の
改
正
は

「
国
の
動
向
を
見
て
」
と
の
当
局
姿
勢
で
あ
る

が
、
給
与
表
の
改
正
だ
け
で
は
解
消
し
な
い
官

民
較
差
に
つ
い
て
、
給
与
表
に
0.4

％
乗
じ
る
方
法
も
検
討

さ
れ
て
い
る
。
人
事
評
価
制
度
に
つ
い
て
は
「
松
川
町
モ
デ

ル
」
の
制
度
で
、
研
修
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
、
ま
た
、

年
代
別
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
の
検
討
等
を
行
い
な
が

ら
導
入
に
向
け
進
め
ら
れ
て
い
る
。 

◇
消
防
協
に
お
け
る
組
織
拡
大
等
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

（
釧
路
ブ
ロ
ッ
ク
消
防
協
議
会
・
加
藤
事
務
局

長(

北
見
消
防
協
訓
子
府
支
署)

）
現
在
、
釧
路

ブ
ロ
ッ
ク
消
防
協
は

14

単
協
・
８
０
０
人
。

組
織
拡
大
を
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、
３
月
に
遠
軽
消
防
協

が
結
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
結
成
単
協
数
が
少
な
い
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
組
織
拡
大
に
向
け
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
。 【

全
体
集
約
】 

各
単
組
に
お
い
て
、
確
定
闘
争
に
取
り
組
く
ん
で
き
た
が
、

総
務
省
通
知
に
よ
り
た
た
か
い
が
つ
く
り
づ
ら
く
な
り
、
越

年
と
な
っ
た
。
賃
金
に
限
ら
ず
、
職
場
や
地
域
で
の
生
活
も

政
治
と
密
接
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、
政
治
闘

争
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。 

春
闘
に
向
け
て
は
、
賃
金
制
度
の
学
習
を
深
め
、
道
本
部

春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
活
用
し
、
議
論
の
抱
負
化
を
は
か

り
な
が
ら
、
自
分
た
ち
の
要
求
を
積
み
上
げ
、
取
り
組
み
に

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
に
な
る
。 

 

圧
倒
的
な
“
高
批
准
率 

”
で 

ス
ト
ラ
イ
キ
体
制
を
確
立
し
よ
う
！ 

自
治
労
で
は
、
全
国
の
全
組
合
員
が
批
准
（
ひ
じ
ゅ
ん
）

投
票
を
行
い
ま
す
。
全
国
の
組
合
員
総
数
の
半
分
を
超
え

る
賛
成
の
「
○｣

が
批
准
の
成
否
と
な
り
ま
す
。 

こ
の
「
批
准
」
の
成
功
で
、
産
別
と
し
て
の
ス
ト
ラ
イ

キ
体
制
が
確
立
さ
れ
ま
す
。
自
治
労
全
体
と
し
て
、
１
年

間
を
通
し
て
た
た
か
う
決
意
を
内
外
に
示
す
た
め
、
圧
倒

的
な
高
率
で
ス
ト
ラ
イ
キ
批
准
投
票
を
成
功
さ
せ
ま
し

ょ
う
。 

よ
く
勘
違
い
さ
れ
が
ち
で
す
が
、「
ス
ト
ラ
イ
キ
を

実
際
に
行
う
か
ど
う
か
を
決
め
る
投
票
」
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

１
年
間
を
通
し
て
一
波
に
つ
き
２
時
間
を
上
限
と
す
る
ス

ト
ラ
イ
キ
の
「
指
令
権
」
に
つ
い
て
、
自
治
労
中
央
闘
争
委
員

会
に
委
譲
す
る
こ
と
の
賛
否
を
問
う
投
票
で
す
。 

投
票
用
紙
に
は
、
春
闘
の
ポ
イ
ン
ト
が
記
載
さ
れ
て
お

り
、
組
合
員
一
人
ひ
と
り
が
解
り
や
す
く
理
解
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
・
・
・
が
、
な
か
な
か
浸
透
し
き
れ

て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。 

最
近
の
私
た
ち
を
と
り
ま
く
情
勢
は
、
地
方
公
務
員
法
改

正
に
よ
る
４
月
か
ら
の
「
新
し
い
人
事
評
価
制
度
」
の
導
入

に
向
け
た
苦
し
い
状
況
や
昨
年
の
「
給
与
制
度
の
総
合
的
見

直
し
」
の
影
響
に
よ
る
平
均
２
％
の
賃
下
げ
、
さ
ら
に
は
政

権
主
導
に
よ
る
公
務
員
攻
撃
な
ど
、
依
然
と
し
て
厳
し
さ
を

増
す
ば
か
り
で
す
。 

こ
の
よ
う
な
中
で
も
、
国
民
春
闘
か
ら
賃
金
確
定
ま
で
の

１
年
を
通
し
た
「
賃
金
闘
争
サ
イ
ク
ル
」
を
た
た
か
い
抜
く

た
め
に
は
「
戦
術
」
を
配
置
し
な
が
ら
の
交
渉
は
大
変
重
要

な
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
地
方
公
務
員
は
、
労
働
基

本
権
に
一
定
の
制
約
が
あ
る
た
め
、
単
組
段
階
で
独
自
に
戦

術
を
配
置
す
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
す
。 

そ
こ
で
、
自
治
労
中
央
闘
争
委
員
会
に
「
ス
ト
ラ
イ
キ

指
令
権
」
そ
の
も
の
を
委
ね
る
こ
と
が
重
要
な
の

で
す
。 

す
な
わ
ち
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
「
す
る
」
「
し
な
い
」
で
は
な

く
、
指
令
権
を
自
治
労
中
央
闘
争
委
員
会
に
委
ね
る
か
ど
う

か
を
問
う
批
准
投
票
な
の
で
す
。 

投票期間  ２月１０日（水）～２月１７日（水） 


